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第３４回 日本公民教育学会全国研究大会（愛知大会）のご案内 

（第二次案内） 

 

 

大会テーマ：変革する社会における公民教育の在り方 
 

会員の皆様におかれましては，益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 

本大会におきましては，大会テーマを「変革する社会における公民教育の在り方」といたします。 

この数年，社会はこれまでのしくみを揺るがすようなさまざまな変革が生じています。例えば，新型

コロナウイルス感染症（ＣＯＶＩＤ－１９）のパンデミック，ロシアのウクライナ侵略による世界の分

断，政治と安全保障の枠組みの変動，サイバー空間での情報戦，偽情報の拡散，化石燃料から水素エネ

ルギーなどへのシフトの動き，デジタル化の進展による国際経済・国際金融の変化，グローバルサウス

と呼ばれる国々の台頭による経済と政治をめぐる変化，脱炭素化の影響，経済安全保障の問題，地球沸

騰とも呼ばれる記録的猛暑とそれに伴う農業や漁業への影響，などです。 

これらのことから，私たちの社会の在り方も，これらの変革に対応して変わることが望まれているの

ではないでしょうか。私たちはこのような時代を画する変革の中で，様々な課題にどのように立ち向か

い克服していくかが問われているといえましょう。  

公民教育においてもこれらの変革する社会に対応して，これからの教育の在り方を検討することが必

要です。私たちが主体的に社会に参画して，それらの課題を克服していくための公民教育の在り方につ

いて，参加者の皆様とともに考える大会としたいと思います。 

第３３回大会より対面開催が復活し，本大会も対面開催の予定です。 

多くのご発表・参加の申し込みをいただければ幸いです。よろしくお願い申し上げます。 

 

２０２４年５月吉日 

日 本 公 民 教 育 学 会 会 長 

第３４回大会実行委員会委員長 

唐木 清志 

保立 雅紀 

 

記 

 

１．期 日 ２０２４年６月３０日（日） 

 

２．会 場 愛知教育大学 （愛知県刈谷市井ヶ谷町広沢１） 

 

３．主 催 日本公民教育学会 

 

４．後 援 国立大学法人愛知教育大学，愛知県教育委員会，名古屋市教育委員会 

 

５．日 程  

 

9:00 12:00 12:10 12:55 13:00 13:50 14:00 16:30

   総会 シンポジウム

9:30

受付 自由研究発表 理事会
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６．自由研究発表 （第一共通棟２階の各教室） 

〇第１分科会（２０４講義室） 

司会：井上 奈穂（鳴門教育大学） 

坪田 益美（東北学院大学） 

（１）９：３０～１０：００ 

社会参加を体系的に評価するための調査枠組みの提案 

―高校生へのアンケート設計過程から示唆されたこと― 

小栗 優貴（京都教育大学）   

川口 広美（広島大学）     

大脇 和志（お茶の水女子大学） 

古田 雄一（筑波大学）     

太田 昌志（追手門学院大学）  

（２）１０：００～１０：３０ 

中学校社会科公民的分野における「指導書・解説」の変遷 

―計量テキスト分析による考察― 

中台 正弘（越谷市教育センター） 

（３）１０：３０～１１：００ 

戦後日本社会科教育における「文化としての宗教」論 

―1960 年代までの中学社会科公民的分野の教科書記述を中心に― 

原田 雄斗（国学院大学） 

（４）１１：００～１１：３０ 

「グローバル化」と「国際化」の概念的区別の必要性 

―社会調査と教科書記述の分析に基づいて― 

   施 光恒 （九州大学） 

水上 栄一（九州女子短期大学） 

（５）１１：３０～１２：００ 

オーストラリアの市民性教育は，初等・前期中等教育の終了段階で，いかなる資質・能力を育

成しているか 

―国家評価プログラム「公民とシティズンシップ」（NAP-CC）における評価問題の分析を手が

かりとして― 

松井 克行（西九州大学）    

 

〇第２分科会（２０５講義室） 

司会：小貫 篤 （埼玉大学） 

栗原 久 （東洋大学） 

（１）９：３０～１０：００ 

中学校における消費者教育の充実に向けた外部連携学習 

―中学校社会科（公民的分野）との関わりを視野に入れた連携・協働の実践― 

佐藤 央隆（名古屋市立南陽中学校） 
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（２）１０：００～１０：３０ 

市民社会のあり方を考えさせる法教育の授業開発 

―個人間売買をめぐる消費者問題の教材化― 

宮本 あゆは（岡山大学大学院） 

（３）１０：３０～１１：００ 

地域金融の教材化に関する一考察 

―上越市高田における産業構造を参考にして― 

仙田 健一（上越教育大学附属中学校） 

（４） １１：００～１１：３０ 

生徒は自らの特権性をどのように受容・抵抗するのか 

―アファーマティブ・アクションを事例とした授業実践を通して― 

別木 萌果（東京都立小川高等学校） 

清川 美空（岡山大学大学院） 

（５） １１：３０～１２：００ 

エージェンシーを育む高等学校公民授業開発研究 

―探究学習を通じて― 

山田 一貴（埼玉県立越ヶ谷高等学校／上越教育大学大学院） 

〇第３分科会（２０６講義室） 

司会：小松 伸之（清和大学） 

橋本 康弘（福井大学） 

（１） ９：３０～１０：００ 

主体的に持続可能な社会のあり方を考える公民的分野の授業開発 

―中学校第３学年「三権分立のしくみと私たちの政治参加」を事例に― 

植田 真夕子（北海道教育大学旭川校） 

（２） １０：００～１０：３０ 

中学校における主権者教育の効果に関する分析 

市島 宗典（白鷗大学） 

（３） １０：３０～１１：００ 

生活と政治を結び、社会の在り方を考える主権者教育 

―大阪府立西成高校反貧困学習「シングルマザー」を手がかりに― 

峯岸 由治（関西学院大学） 

（４） １１：００～１１：３０ 

「選挙公約の実現性」を問う主権者教育 

―高 2 と市議との対話集会― 

荒木 秀彦（千葉県立船橋北高等学校） 

（５） １１：３０～１２：００ 

熟議を活用した主権者教育の実証研究 

―安楽死をめぐる生徒の語りから― 

猪野 竜平（上越教育大学大学院） 
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〇第４分科会（２０７講義室） 

司会：堂徳 将人（北海商科大学） 

福田 喜彦（兵庫教育大学） 

（１）９：３０～１０：００ 

よりよい社会を共に創る社会参画型授業の開発 

～地域と関わり、多角的に考える場面の設定を通して～ 

神谷 太一（愛知県高浜市立高浜小学校） 

（２）１０：００～１０：３０ 

情意領域に踏み込んだ社会問題学習の授業開発研究 

―感染症差別問題の教材化を通して― 

松原 心（岡山大学大学院） 

（３）１０：３０～１１：００ 

政治リテラシーの錬磨に向けた政党学習の試み 

―政党調査から政党作り，そして政党選択へ― 

今 陽童（埼玉県立久喜北陽高等学校） 

（４）１１：００～１１：３０ 

高等学校「公共」実践報告 

－「ありきたり」を超える授業をめざして－ 

富塚 昇（東京都立戸山高等学校非常勤） 

（５）１１：３０～１２：００ 

新潟水俣病を語り継ぐ子どもの育成 

―語り部のコトバから何を学び，何をどのようにつなぐのか― 

中平 一義（上越教育大学）      

松村 謙一（四日市市立富洲原中学校） 

藤田 譲 （上越教育大学附属中学校） 

〇第５分科会（２０８講義室） 

司会： 磯山 恭子 （国立教育政策研究所） 

吉村 功太郎（宮崎大学） 

（１）９：３０～１０：００ 

日本における排外主義的な移民政策とシティズンシップ形成 

吉田 友明（神奈川県立西湘高等学校） 

（２）１０：００～１０：３０ 

高等学校公民科における学習方略の現状と課題に関する一考察 

下地 貴樹（九州大学学術協力研究員） 

（３）１０：３０～１１：００ 

政治的課題に関する授業におけるマイノリティ生徒とのコミュニケーションのあり方 

―「生徒の声」に関する先行研究を手がかりに― 

眞所 佳代（横浜市立横浜商業高等学校） 
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（４）１１：００～１１：３０ 

社会科におけるバーチャルを導入した「デジタル」の枠組み 

―「個に応じた学び」を実現する社会科授業の創造に向けて― 

木下 祥一（熊本学園大学） 

早瀬 博典（筑波大学）   

（５） １１：３０～１２：００ 

熟議において思考の差異を可視化する授業研究 

米田 美由紀（沖縄県立八重山農林高等学校／上越教育大学大学院） 

〇第６分科会（２０９講義室） 

司会：田村 徳至（信州大学）      

呂  光暁（仙台白百合女子大学） 

（１）９：３０～１０：００ 

社会参画への意識を高める小学校社会科授業構成 

―小学校第３学年「昔のみよし市から未来のみよし市について考えよう」を事例として― 

森田 幸一郎（みよし市立三好丘小学校／名古屋市立大学大学院研究員／星城大学非常勤） 

（２）１０：００～１０：３０ 

規範的政治理論からみる領土教育の課題と展望 

―小学校社会科における ICT 活用授業実践と合わせて― 

小野 藍 （九州大学大学院） 

（３）１０：３０～１１：００ 

AI 時代の小学校社会科情報単元の開発 

―第５学年単元「情報と私たち」を事例として― 

吉川 修史（兵庫教育大学） 

（４）１１：００～１１：３０ 

小学校社会科授業における社会参加の場づくりと社会参加意識 

真島 聖子（愛知教育大学／筑波大学大学院） 

（５）１１：３０～１２：００ 

小学校社会科公民分野の教育目標と法教育の変遷 

岡部 純一（筑波大学大学院） 

〇第７分科会（２１０講義室） 

司会：川﨑 誠司（東京学芸大学） 

中原 朋生（環太平洋大学） 

（１） ９：３０～１０：００ 

IRF 連鎖の分析による社会科教師の授業実践知の解明 

―長岡文雄の実践記録の分析から― 

漆畑 俊晴（兵庫教育大学大学院／静岡市立竜爪中学校） 
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（２）１０：００～１０：３０ 

社会正義志向の社会科教育実践は「運動的」か？ 

―3名の中・高等学校社会科教師のケース・スタディ― 

奥村 尚 （民間企業） 

田中 崚斗（広島大学大学院／日本学術振興会特別研究員） 

（３） １０：３０～１１：００ 

社会科教育法関連科目の担当者は、自身の模擬授業指導をどう捉えているのか 

―私立大学の授業担当者へのインタビュー調査に基づいて― 

斉藤 仁一朗（東海大学） 

後藤 賢次郎（山梨大学） 

（４） １１：００～１１：３０ 

教師の自己開示に関する研究が公民科授業実践に示唆すること 

―返報性がもたらす子どもの（政治的）自己開示― 

吉田 純太郎（広島大学大学院／日本学術振興会特別研究員） 

（５） １１：３０～１２：００ 

欧州評議会が取り組む民主的市民性教育の意義と課題 

―民主的文化のための能力参照枠に着目して― 

五十嵐 卓司（帝京大学） 

 
 
【発表についてのお願い】 
 
（１）発表時間 

発表２０分，質疑１０分の合計３０分です。 
 
（２）発表資料及び発表方法 

発表時に必要な PC，配布資料，発表資料等は，ご自身でご用意ください。 
資料をご持参される場合は，５０部程度のご用意をお願いします。 
プロジェクターは HDMI 端子にのみ対応しています。変換ケーブルが必要な場合は，必ず変換ケー
ブルを持参してください。 

 

 

７．理事会 １２：１０～１２：５５（第一共通棟２０３講義室） 

 

８．総 会 １３：００～１３：５０（第一共通棟２０１講義室） 

※会員のみ参加できます。 
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９．シンポジウム １４：００～１６：３０（第一共通棟２０１講義室） 

 

「変革する社会における公民教育の在り方」 
 

東欧・中東などの国際政治の対立の激化，日本を含むアジア太平洋地域における安全保障体制，イン

ドなどのグローバルサウスの台頭，デジタル化の進展による国際経済・国際金融の変化，ジェンダーの

視点からの社会課題の発生などさまざまな変革に現代社会は直面しています。その中で，私たちはどの

ように公民教育を進めるかについてご提案をいただき，参加者の皆様と意見交換をしたいと願っており

ます。 

コーディネーター・司会 

 

提案者 

 

 

 

指定討論者 

 

保立 雅紀 （愛知教育大学） 

桑原 敏典 （岡山大学）  

西尾 圭一郎（大阪公立大学） 

樋口 雅夫 （玉川大学） 

升野 伸子 （昭和女子大学） 

別木 萌果 （東京都立小川高等学校） 

吉村 功太郎（宮崎大学） 

坪田 益美 （東北学院大学） 

 
１０．大会参加費 ＜事前納入締め切り ２０２４年６月１４日（金）＞ 
・事前納入（参加費のみ）：２，５００円 

・事前納入（参加費，弁当・飲み物含む）：３，３００円 

・当日納入（参加費のみ）：３，０００円 

・大会 HP から「参加費納入サイト」に必要事項を記入し，お振り込みください。 

・クレジットカード決済となっております。クレジットカード決済が難しい方は，大会メールアドレス宛

にご連絡ください。 

 
１１．大会参加 ＜事前参加申し込み締め切り：２０２４年６月１４日（金）＞ 

・大会 HP にアクセスしていただき，「大会参加申し込みサイト」に必要事項を入力し，送信してくださ

い。なお，郵送や電話での申し込みはできません。 

・参加費のクレジット決済後に，大会参加申し込みフォームにご入力ください。フォームの入力のみで

は参加申し込みは完了しておりません。 

・大会要旨集（大会でお配りする冊子）は，事前申し込みされた方の分は，確保いたします。 

当日参加の方の大会要旨集はご用意できない場合がございます。大会要旨集がご入り用な方は，事前

申し込みを必ずお願いいたします。 

・当日参加の申し込みは，大会会場受付にて行います。当日参加の場合，参加費の納入は「現金のみ」

となります。お釣りのないようにご準備お願いいたします。 

・当日では，お弁当・飲み物の申し込みはできません。お弁当・飲み物のご注文は，事前納入でお願い

します。 

・学会の会員でない方の参加も歓迎しております。 

 

１２．昼食  

・大会参加（事前申し込み）の際に，参加費とともにお弁当代・飲み物代を事前納入（クレジットカード

決済）してください。大会参加の事前申し込み締め切り以降は，昼食の申し込みはできません。 

・参加費とお弁当・飲み物代の合計は，３，３００円です。 
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中部国際空港

↓ 東海道新幹線 ↓ ↓
のぞみ（100分） ひかり（90分）こだま（135分） 名鉄空港線特急（30分）

↓ ↓ ↓

名古屋駅

名鉄名古屋駅

↓ 名鉄名古屋本線 ↓ 名鉄名古屋本線 ↓
特急（20分） 特急（30分） 特急（14分）

↓ ↓ ↓

愛知教育大学前

↓

↓

東京駅

豊橋駅

知立駅（北口）

名鉄バス（20分・400円）※交通系ICカード利用可

神宮前駅

１３．お問い合わせ 

日本公民教育学会第３４回全国研究大会（愛知大会）実行委員会 保立雅紀  

愛知教育大学 人文社会科学系 社会科教育講座  

〒 ４４８-８５４２ 愛知県刈谷市井ケ谷町広沢１ 

大会メールアドレス：aikyo20240630@gmail.com（メールでのご連絡をお願いいたします） 

第３４回日本公民教育学会全国研究大会（愛知大会） 

ホームページのご案内 

＜内容＞ 大会のお知らせ，各種フォーム等を掲載しています。 

https://sites.google.com/view/aichitaikai20240630/ 

 

 

１４．会場へのアクセス 

東京駅・中部国際空港（セントレア）からお越しの場合    

※ JR 東海道線（刈谷駅）・名鉄豊田線 

（日進駅）からもバス便がありますが， 

便数は１時間に１本程度です。 

ご注意ください。 

※ ご来場には公共交通機関をご利 

用ください。 

 

 

 

 

１５．愛知教育大学キャンパスマップ 

会場の第一共通棟は①の建物です。 

第一共通棟２階にて，自由研究発表，総会，シンポジウムなどを行います。 

 

https://www.aichi-edu.ac.jp/campusmap/index.html 


